
地
域
協
議
会
で
は
、
板
倉
区
内
の
皆
さ
ん
か
ら
地
域

活
動
支
援
事
業
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
平
成

年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
に

採
択
さ
れ
た
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
と
、
平
成

年

度
地
域
活
動
支
援
事
業
の
板
倉
区
採
択
方
針
等
を
説
明

す
る
「
平
成

年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
報
告
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。  

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成

年
度
に
地
域
活
動
支
援
事
業
の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
団
体
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
開
催
日
時 

 

３
月

日(

木) 

午
後
６
時

分
か
ら 

○
開
催
場
所 

 

板
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
３
階 
市
民
ホ
ー
ル 

○
内 

 

容 

・
午
後
６
時

分
～ 

 

平
成

年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の
活
動
発
表 

 

（

団
体
） 

・
午
後
７
時

分
～ 

 

平
成

年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の
採
択
方
針
等 

 

の
説
明 

平
成

年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
報
告
会
を
開
催
し
ま
す 

板倉区 
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今号の話題 
◆平成30年度地域活動支援事業報告会

について 

◆平成31年度地域活動支援事業の板倉

区採択方針等について 

◆地域協議会の動き 

第47号 2019.3.1 

 採択事業 団体 

1 玄藤寺池あやめの里創出事業 あやめを愛する会 

2 絆の森づくり事業（地すべり災害跡地復興事業） 国川自治区 

3 ～恋する高原～板倉区光ヶ原高原にぎわい創出事業 
板倉区光ヶ原高原にぎわい創出 

実行委員会 

4 みよしの里美化事業 みどりやすらぎグループ 

5 地域に残る伝説の紙芝居作成と情報保存事業 寺野玉手箱グループ 

6 豪雪地・上越市寺野地区の積雪記録8.18ｍ周知事業 寺野地区活性化推進委員会 

7 箕冠城址公園観光・美化事業 山部地区連絡協議会 

8 
「ゑしんの里いたくら歴史散歩」改訂版作成および

地元の歴史・伝承普及活動事業 
板倉郷土史愛好会 

9 栗沢桜の里づくり事業 栗沢桜の里をつくる会 

10 
増村朴斎先生生誕満150年記念遺墨展並びに恩師・

詩友遺墨お宝展事業 
特別展実行委員会 

11 
県道上越飯山線改良促進に向けた光ヶ原高原の活用

支援事業 
光ヶ原夏まつり実行委員会 

12 地域の一体感形成事業 板倉まちづくり振興会 

平成30年度地域活動支援事業採択事業及び活動発表団体の一覧 



１
月
17
日
に
地
域
活
動
支
援
事
業

審
査
基
準
検
討
部
会
を
開
催
し
、
平
成

31
年
度
の
板
倉
区
採
択
方
針
や
審
査

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
地
域
活
動
支
援
事
業
審
査
基
準

検
討
部
会
で
の
検
討
結
果
を
受
け
、
２

月
５
日
の
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
平

成
31
年
度
の
採
択
方
針
等
を
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。 

▼
優
先
し
て
採
択
す
べ
き
事
業 

①
板
倉
区
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
作
成
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
に
よ
り
板
倉

区
の
歴
史
・
文
化
・
特
産
物
の
情
報
や

魅
力
を
広
く
発
信
す
る
事
業 

②
板
倉
区
の
歴
史
・
文
化
を
伝
承
す
る

事
業 

板
倉
区
の
歴
史
・
文
化
の
保
存
や
伝

統
行
事
を
復
活
さ
せ
る
事
業 

③
板
倉
区
の
新
た
な
価
値
を
創
り
出
す

事
業 

板
倉
区
の
様
々
な
資
源
を
観
光
や
産

業
振
興
に
結
び
付
け
る
事
業 

④
地
域
や
世
代
を
つ
な
ぐ
事
業 

複
数
の
地
域
・
団
体
間
の
交
流
や
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
間
交
流

を
促
進
す
る
事
業 

⑤
地
域
課
題
を
解
消
す
る
事
業 

地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
住
民
の
不

安
や
悩
み
を
取
り
除
く
事
業 

▼
そ
の
他
の
事
業 

 

優
先
し
て
採
択
す
べ
き
事
業
以
外
の

事
業
で
、
地
域
の
課
題
解
決
や
活
力
向

上
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業 

※
優
先
し
て
採
択
す
べ
き
事
業
及
び
補

助
金
額
の
決
定
後
、
配
分
額
に
残
額

が
あ
る
場
合
に
限
り
、
採
択
す
べ
き

事
業
と
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
し
ま

す
。 

▼
対
象
と
し
な
い
事
業 

・
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
整
備
事
業 

・
申
請
団
体
の
み
の
交
流
促
進
に
留
ま

る
事
業 

▼
対
象
と
し
な
い
経
費 

・
イ
ベ
ン
ト
で
不
特
定
多
数
に
料
理
を

振
る
舞
う
場
合
等
に
か
か
る
経
費 

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
特
定
の
個
人

が
継
続
し
て
使
用
す
る
備
品
類
を
購

入
す
る
た
め
の
経
費 

▼
補
助
金
額
の
上
限
お
よ
び
下
限 

 

下
限
：
５
万
円 

上
限
：

万
円 

 

単
年
度
で
の
事
業
実
施
が
必
要
不
可

欠
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、

万
円
を
超
え
る
補
助
金
額
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。  

 

▼
そ
の
他 

・
１
次
募
集
事
業
の
審
査
終
了
後
、
配

分
額
に
５
万
円
以
上
の
残
額
が
あ
る

場
合
、
１
回
の
み
追
加
募
集
を
行
い

ま
す
。 

・
必
要
に
応
じ
、
地
域
活
動
支
援
事
業

の
検
証
の
た
め
、
採
択
年
度
以
降
に

地
域
協
議
会
委
員
に
よ
る
事
業
実
施

団
体
の
活
動
状
況
調
査
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

・
地
域
活
動
支
援
事
業
の
内
容
に
つ 

い
て
は
、
平
成
31
年
度
の
予
算
の 

成
立
を
前
提
と
し
た
も
の
で
す
。
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

・
地
域
活
動
支
援
事
業
の
申
請
方
法 

及
び
全
市
共
通
の
「
対
象
と
し
な
い

事
業
」
、
「
対
象
と
し
な
い
経
費
」

等
の
詳
細
は
、
３
月
下
旬
に
全
戸
配

布
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

・
平
成
31
年
度
の
地
域
活
動
支
援
事 

業
の
事
前
相
談
を
３
月
１
日(

金) 

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

（
問
合
せ
先
…
総
務
・
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ 
地
域
振
興
班) 

平
成

年
度
地
域
活
動
支
援
事
業

の
板
倉
区
採
択
方
針
等
に
つ
い
て 

《
地
域
協
議
会
の
動
き
》 

◇
平
成
30
年 

▼
12
月
16
日 

地
域
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
会
場
…
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
） 

▼
12
月
19
日 

第
１
回
地
域
活
動
支
援 

事
業
審
査
基
準
検
討
部
会 

◇
平
成
31
年 

▼
１
月

17

日 

第
２
回
地
域
活
動
支
援 

事
業
審
査
基
準
検
討
部
会 

▼
２
月
５
日 

第
８
回
地
域
協
議
会 

（
平
成
31
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
に
つ

い
て 

ほ
か
）

《
編
集
後
記
》 

 

最
近
、
板
倉
区
に
つ
い
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
ね
と
話
題
に
上
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
協
議
会
で
も
、
研
修
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
さ
ら

に
地
域
が
元
気
に
な
る
に
は
ど
う
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

会
議
で
も
前
向
き
な
、
地
域
に
と
っ
て

貴
重
な
意
見
が
出
て
い
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。 

 

今
後
は
、
傍
聴
の
方
が
も
う
少
し
増

え
、
そ
し
て
若
者
や
女
性
か
ら
も
地
域

協
議
会
委
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
ま
す

ま
す
板
倉
区
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。  (

編
集
委
員 

北
折 

佳
司) 


